
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

　熊谷市 下水道事業 　公共下水道事業

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用 その他の

民間活用指定管理者
制度

包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

現行の経営
体制を継続

職員数が減少するなか、人口減少や節水等による下水道使用料の減少や老朽化した管渠等の
今後の維持更新財源の確保など様々な課題に直面しており、経営状況は良好とは言えないが、
当面は現状を維持できるため。

公営企業会計へ移行後、経営状況を把握・分析し、長期的な経営の指針と
なる経営戦略を策定し、持続可能な事業運営を目指すため、各種抜本的な
改革についての取組を検討する予定。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点） 

実施状況 

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性 


